
Title 懐徳堂記事

Author(s)

Citation 懐徳. 1942, 20, p. 56-56

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/89092

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



▲
寛
茅
危
言
印
行

同
十
七
年
九
月
一
日
重
建
二
十
五

年
記
念
と
し
て
中
井
竹
山
先
生
の
著
「
草
茅
危
言
」

全
五
巻
を
印
行
す
。

於
て
評
議
員
會
を
開
き
、
改
選
し
た
る
と
こ
ろ
、
重

▲
理
事
改
選

の
五
理
事
任
期
満
了
に
付
、
同
日
新
大
阪
ホ
テ
JV

に

五
十
餘
名
参
列
木
間
瀬
理
事
の
挨
拶
あ
り
て
開
式
、
奏

懐

徳

堂

記

事

放
授
文
學
博
士
武
内
義
雄
先
生
の
「
懐
徳
堂
の
鰹
學
」

と
題
す
る
購
演
あ
り
。
（
別
項
牧
載
）

小
倉
、
上
野
、
木
間
灌
、
江
崎
、
古
田

▲
現
行
購
義
、
講
演
科
目

康
齋
先
生
日
録
、

日
本
の
南
董
、

水
曜
、
韓
非
子
、
木
曜
、
萬
葉
集
、
十
八
史
略
、
金

曜
、
孟
子
、
支
那
語
、
土
曜
講
演

満
洲
國
網
溝
の
現
朕
、
通
俗
講
演

網
綸
と
世
界
新
秩
序
、

聖
得
太
子
の
御

●
記
念
祭
典
娩
二
十
五
開
年
記
念
式

本
堂
重
建
満
二
十
五
年
を
迎
へ
、
秋
睛
の
暁
雨
に
大

た
。
顧
問
狩
野
直
喜
先
生
、
理
事
上
野
精
一
、
木
間
瀬

策
三
、
古
田
俊
之
助
諸
先
生
、
坂
間
大
阪
市
長
、
明
田

京
大
穂
長
、
楠
本
阪
大
線
長
、
佐
々
木
惣
一
、
佐
多
愛

彦
、
牧
健
二
諸
先
生
を
は
じ
め
、
奮
門
人
聰
講
生
ら
百

任
と
決
す
。

時
か
ら
記
念
祭
恒
典
館
に
合
祀
祭
及
び
記
念
式
を
行
っ

國
旗
は
た
め
く
、
昭
和
十
六
年
十
月
十
一
日
、
午
後

市
長
よ
り
祝
僻
を
寄
せ
ら
る
、
右
終
つ
て
東
北
帝
大

重
建
二
十
五
年
式
典
を
學
行
、
文
部
大
臣
、
府
知
事

和
十
六
年
十
月
十
一
日
記
念
祭
典
を
執
行
、
引
績
き

▲
記
念
祭
典
、
重
建
二
十
五
年
式
典
泣
記
念
講
演
昭

火
曜
、

支
那
語
、

論
語
昔
讀
、

定
日
講
義
月
曜
、
論
語
、

五
六




